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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

１ 本市が抱える解決すべき課題
（１）少子化及びニーズの多様化

▼上尾市立中学校の生徒数は、昭和61年をピーク

に減少に転じ、平成12年から平成26年までは横

ばい、その後、緩やかに減少し、令和４年では5,614

人となっている。

▼市内全体で10.8％の児童が、「進学する予定

の中学校の部活動の中で、入りたい部活動がない」と

回答している。
（ 出典：上尾市教育委員会「将来の学校部活動に関するアンケート調査

（令和５年２月）」 ）

（２）生徒のスポーツ・文化芸術活動を支える

人材の確保と育成

▼ 「現在の学校教育における部活動について課題があ

る」と回答した86.2％の教員のうち、「専門的な

指導ができない」ことを課題に挙げた教員が66.1％

いる。
（ 出典：上尾市教育委員会「上尾市立中学校部活動の在り方についての

アンケート調査（令和４年７月）」 ）

（３）教員の働き方改革 等

▼顧問をしている教員の約８割が部活動を負担に感じ

る、やや感じると回答し、その約８割以上が校務と部

活動の両立が困難であることをその理由に挙げている。
（ 出典：上尾市教育委員会「上尾市立中学校部活動の在り方についての

アンケート調査（令和４年７月）」 ）

２ 本市の部活動地域移行に向けた取組

（１）部活動地域移行推進協議会の設置
◎令和５年度より、外部の学識経験者や市内団体の

代表者等を含む協議会を設置し、課題と方向性の

整理等に取り組んでいる。

（２）埼玉上尾メディックス等との連携による

モデル事業の積極的な実施
◎地元のプロスポーツチームや競技団体、総合型地域

SCと連携したモデル事業を積極的に進めている。

（３）「上尾市における部活動の地域移行に
向けた基本方針」の策定・

「ロードマップ」の作成
◎これまでの検討結果を踏まえ、本事業に係る推進の

方向性をまとめた基本方針を、令和６年度当初に策

定する方向で進めている。

◎また、地域クラブ完全実施に向けたロードマップを作成

した上で、着実に取組を進めている。

面積 45.51 k㎡

人口 229,929 人
※令和７年２月１日現在

公立中学校数 12 校
※東中学校向原分校を含む

公立中学校生徒数 5,363 人

部活動数 172 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

上尾市教育委員会「ＡＧＥＯ地域クラブ開始に向けた推進イメージ」
（ロードマップ）令和６年度版
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会（事業主体）
※「部活動地域移行調整会議」を教育委員会内に設置・・・関係課が連携して、事業推進の方向性を検討している。
➣ 諮問機関「上尾市立中学校部活動地域移行推進協議会」との連携を図っている。

●設置の趣旨 上尾市立中学校における「休日の部活動の地域移行」の段階的な実施に向け、上尾市教育委員

会事務局関係課で検討を進め、市内外の人材、団体等を有効活用した効果的な地域移行を果

たすための調整・役割分担を行うとともに、上尾市立中学校部活動地域移行推進協議会に係る

事務作業等を行う。

●関係課（４課）

・教育総務部スポーツ振興課（地域スポーツクラブ担当） ・教育総務部生涯学習課（地域文化芸術団体担当）

・学校教育部学務課（教職員の兼職兼業等担当） ・学校教育部指導課（学校部活動担当）※事務局

★実証事業の「運営事業者」として「ＡＧＥＯ地域クラブ代表者会議」を設置

➢ 代表者会議の運営団体を総合型地域ＳＣ「サンワエナジークラブ」に委託

◉首長部局

・予算措置について情報共有を実施

学校が管理運営する 

休日の 

学校部活動 
（学校教育の一環） 

上尾市が主体となり 

地域の団体が実施主体となる 

AG EO 地域クラブ  
（生涯学習の一環） 

AG EO 地域クラブの定義 

上尾市内を主たる活動場所として、 

「上尾市立中学校に係る部活動の方針」に基づく活動を行っていること等が 

上尾市教育委員会によって公認されたクラブチーム 

 

★なお、本運営体制
図は「上尾市にお
ける部活動の地域
移行に向けた基本
方針」に基づき構
築したものである。

※右記は、基本方針
掲載のＡＧＥＯ地
域クラブ基本構想
図である。

【 AGEO 地域クラブの基本構想イメージ図 】 

 

（事業主体） 

上尾市教育委員会 

（部活動地域移行調整会議） 

 （諮問機関） 

上尾市立中学校 

部活動地域移行推進協議会 

 

 

（運営事業者） 

AGEO地域クラブ代表者会議 

【コーディネーター※１】 

 

 

（各種目の地域クラブ活動を統括する団体※２） 

・・・ 

（例） 

サッカー 

統括団体 

（例） 

ダンス 

統括団体 

（例） 

陸上競技 

統括団体 

（例） 

クロストレーニング  

統括団体 

（例） 

ピアノ 

統括団体 

（例） 

プログラミング 

統括団体 

（例） 

吹奏楽(金管) 

統括団体 

（例） 

吹奏楽(木管) 

統括団体 

・・・ 

  
 

 
 

  
    

 
 

公認地域指導者※３（市民等・教員※４） 

※３…各種目の地域クラブ活動を統括する団体の公認を受けた指導者 

※４…教員は、兼職兼業の許可を受けた者に限る 
 

 

 

 
  

 
 

  
    

・・・ 

（例） 

各地域 

サッカー 

CCK※５ 

（例） 

各地域 

ダンス 

CCK※５ 

（例） 

各地域 

陸上競技 

CCK※５ 

（例） 

各地域 

クロストレーニング  

CCK※５ 

（例） 

各地域 

ピアノ 

CCK※５ 

（例） 

各地域 

プログラミング 

CCK※５ 

（例） 

各地域 

吹奏楽(金管) 

CCK※５ 

（例） 

各地域 

吹奏楽(木管) 

CCK※５ 

・・・ 

 

 

 生 徒 保護者  

 

地元企業等の協賛 

 

※５…CCK ：地域クラブ活動 

 

管
理 

運
営 

研
修 

指
導 

運
営 

参
加 

参
加

支
援 

支
援 

委
託 

※２…上尾市教育委員会

の認定を受け、当該

種目の各地域にお

ける地域クラブ活

動を管理する団体 

※１…指導者（団体）の確保

や管理、学校との連

携、協賛企業の募集

等、地域クラブ活動全

体の調整・運営役 

★学校部活動で取り組む種

目以外の地域クラブ活動

に参加したり、運動部に

所属していても、文化・

芸術活動に関する地域ク

ラブ活動に参加したりす

ることも可能です。 

★地域クラブ活動への参加

費の支払いをお願いしま

す。また種目によっては、

地域ごとにクラブを設置

できないこともあります

ので、その場合は、送迎

をお願いします。 

研
修 

認
定 

支
援 

時期 計画事項 備考

６月

6月3日 第１回上尾市立中学校部活動地域移行推進協議会開催

6月26日 各地域クラブ活動実施主体団体募集及び交渉開始

７月

7月4日 各地域クラブ活動実施主体応募団体への個別説明・認定条件等確認開始

7月17日 上尾市地域クラブクラブ活動ミーティング開催
※意見聴取機会の実
施

８月

8月2日 各地域クラブ活動実施主体団体決定・実施日程／会場等確認

９月

9月6日 第１クール参加者募集開始（～２０日）

9月13日 運営団体の決定（ＡＧＥＯ地域クラブ統括コーディネーター業務委託）

9月17日
地域クラブ活動実施時の緊急対応体制決定
登録指導者及び参加生徒に係る保険の選定・決定（スポーツ安全保険の利用を決定）

9月19日 クラブ運営プラットフォームの選定・決定（スグラムの利用を決定）

9月20日 第１クール参加者決定・参加者に対する事前連絡（スグラムの登録依頼等）開始

9月21日 追加参加希望者への対応開始

9月24日
第１回代表者会議開催
第１回登録指導者研修会開催

9月25日 学校施設・備品等借用依頼実施

9月26日
スポーツ安全保険加入手続き完了（登録指導者・参加生徒）
各登録指導者との業務委託契約締結

9月28日 各地域クラブ活動（第１クール）開始

9月30日 第２回上尾市立中学校部活動地域移行推進協議会開催

１０月

毎週 各地域クラブ活動の実施

10月3日 企業への協賛依頼開始

１１月

毎週 各地域クラブ活動の実施

１２月

12月2日 第２クール参加者募集開始（～２０日）

12月20日 第２クール参加者決定・参加者に対する事前連絡（スグラムの登録依頼等）開始

12月22日 第１クール終了・効果検証アンケート①（参加者・保護者・指導者）実施

12月25日 第２回代表者会議開催

１月

1月11日 各地域クラブ活動（第２クール）開始 ※２月１６日まで毎週

1月28日 第２回登録指導者研修会開催

２月

2月16日 第２クール終了・効果検証アンケート②（参加者・保護者・指導者）実施

2月21日 事業まとめ・報告書等作成・次年度への申し送り事項等整理
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 11 校 実施した地域クラブ総数 ７クラブ

ケース別クラブ数

A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 70 部活

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０クラブ

全体の指導者数 59 人 全体の運営スタッフ数 ３人
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末尾に（新）

を付ける

実施
回数

実施時間帯
参加者
（学年別）

実施
期間

活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費 大会参加方法

ＡＧＥＯ
地域
クラブ

総合型
地域
スポーツ
クラブ

ソフトテニス（新）
【実施主体団体】
サンワエナジークラブ

19
回

13:30~16:30

【９～１２月】

85人
【１～２月】

94人

9~2
月

上尾市立
南中学校
テニスコート

10

ＡＧＥＯ地域クラブ

全体を統括運営する
コーディネーター

３人

＋

各実施主体団体
代表者１名ずつ
（計７名）

↓

連携して運営

１回につき
300 円

※地域クラブと
しての大会参
加は無し

バレーボール（新）
【実施主体団体】
埼玉上尾メディックス

11
回

13:30~16:30

【９～１２月】

36人
【１～２月】

26人

上尾市立
大石南
中学校
体育館

3

陸上競技
（新）

【実施主体団体】
上尾市陸協中学部

7回 13:00~16:00

【９～１２月】

56人
【１～２月】

46人

上尾運動公園
陸上競技場 19

軟式野球
（新）

【実施主体団体】
市中体連野球専門部

10
回

9:00~12:00

【９～１２月】

68人
【１～２月】

74人

上尾市立大谷
中学校
運動場

16

バスケットボール
（新）

【実施主体団体】
TRUSTクラブ

12
回

14:00~17:00

【９～１２月】

65人
【１～２月】

79人

上尾市立
東中学校
体育館

2

卓球（新）
【実施主体団体】
上尾市卓球連盟

15
回

9:00~12:00

【９～１２月】

25人
【１～２月】

28人

上尾市立
大谷中学校
武道場

4

剣道（新）
【実施主体団体】
上尾市卓球連盟

19
回

13:30~16:30

【９～１２月】

14人
【１～２月】

15人

上尾市立
大石中学校
武道場

5

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●「ＡＧＥＯ地域クラブ・チャレンジ事業」として、①ゲートボール、②ニュースポーツ（ミニバレー・ヘルスバレー・ボッチャ・マットス）、③サッカー、④吹奏楽、⑤茶道、⑥合唱、
⑦プログラミングに係る地域クラブ体験会を実施（受益者負担有り）
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で
実施
した種目

ソフトテニス ・バスケットボール
バレーボール ・卓球
陸上競技 ・剣道

軟式野球

運営団体名
特定非営利活動法人
サンワエナジークラブ

（総合型地域スポーツクラブ）

期間と日数
令和６年９月から令和７年２月まで
各種目７回か19回の間で実施

指導者の主な属性

【ソフトテニス】総合型地域SC所属スタッフ
【バレーボール】プロスポーツチーム所属スタッフ
【陸上競技】市協会所属スタッフ

（小・中学校教員を含む）
【バスケットボール】中学校教員
【軟式野球】中学校教員
【卓球】連盟所属スタッフ
【剣道】連盟所属スタッフ

活動場所
市内中学校の施設（運動場・体育館・武
道場）
市内に所在する県立施設

主な移動手段 自転車・保護者による送迎

１人あたりの参加
会費等（年額）

１回につき300円
（全種目共通）

１人あたりの保険
料

スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●ＡＧＥＯ地域クラブ 活動概要

事業主体・・・上尾市教育委員会

・実施要項作成・参加者募集・各種広報活動

・教員の兼業許可

・中学校長研究協議会及び市中学校体育連盟との

連携 ・各種調整 ・統括コーディネーターとの連携

・各地域クラブ活動の巡回視察

・各種効果検証の実施・運営ノウハウの蓄積 等

運営事業者・・・ＡＧＥＯ地域クラブ代表者会議

統括コーディネーター（３名）

【実施前】・指導者の登録・参加者の登録・スポーツ安全保険への加入

・電子決済システム（スグラム）の導入・運用

・事前研修の実施・指導者及び参加者への事前連絡

・緊急時対応体制の確認及び周知・欠席者対応 等

【実施中】・欠席者・保護者対応・緊急時対応・各地域クラブとの連携 等

【実施後】・活動実績の集約・次回活動計画の周知・効果検証への協力

・指導者謝金の支払い・参加費の徴収 等

実施主体・・・各種目の地域クラブの指導者

代表者：各１名・指導者：各３名～19名

・地域クラブ活動の運営・参加者への指導・緊急時の初期対応 等

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

１ 運営事業者「AGEO地域クラブ

代表者会議」の設置
●総合型地域SC「サンワエナジークラ
ブ」に統括コーディネーター業務を委

託した。
●統括コーディネーターは、各種目の
地域クラブの運営、報酬の支払い、

保険の加入、参加費の受領、収支
の管理等を実施した。

２ ７種目の地域クラブ活動を実施
●各地域クラブとAGEO地域クラブ統
括コーディネーターが密に連携しつつ、

全種目の地域クラブ活動が同方式
での運営を行った。

３ 「部活動地域移行推進協議会」
の開催・「上尾市における部活動
の地域移行に向けた基本方針」

の策定

◎ＡＧＥＯ地域クラブ統括コーディネーター業務を、運営ノウハウに長

けた総合型地域スポーツクラブに委託したことで、複数種目に係る地

域クラブ活動の運営を適切に行うことができ、次年度の水平展開を

図る基礎を確立することができた。

◎スクール運営プラットフォーム（令和６年度はスグラムを使用）を活

用した参加費の徴収等に係る実証を行い、地域クラブ活動運営への

有効性を確認できた。

◎統括コーディネーターと連携する中で、各地域クラブ活動を同時に実

施する体制について確立することができた。

◎半年間に渡る地域クラブ活動を２クールに分けて実施したことで、開

始前から開始後までに係るオペレーションを確認することができた。

◎ロードマップ等を作成したことで、今後の地域展開に向けた見通しをも

つことができたとともに、周知啓発活動に積極的に生かすことができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

◎ＡＧＥＯ地域クラブ統括コーディネーターが、７種目の地域クラブ活

動をサポートする体制を構築した。

➣ 各指導者が、「指導に集中できる」環境づくりに成功した。

▼種目数・拠点数の不足

➣ 今年度確立した運営ノウハウを生かして、「上尾市における部活動の地

域移行に向けた基本方針」に掲げた「多種目」「多志向」「インクルーシ

ブ」な環境づくりに資する種目数・拠点数に拡大した上で、ＡＧＥＯ地

域クラブを実施する。

上尾市教育委員会「令和６年度参加者募集要項」
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取組内容

2.実証内容と成果

１ 各種目の地域クラブ活動を統括する団体の募集

●関係団体との連携を通して、ＡＧＥＯ地域クラブ実施主体団体の「認

定条件」を設定するとともに、「実施主体団体公募要項」を作成した。

２ AGEO地域クラブ代表者会議による研修の実施

●各実施主体団体の代表者を対象とした代表者会議を２回実施した。

●ＡＧＥＯ地域クラブ全登録指導者を対象とした指導者研修会を２回

実施した。

●ＡＧＥＯ地域クラブ統括コーディネーターが、地域クラブ活動実施マニュ

アルを作成した。

◎地域クラブの認定条件を整えたことで、次年度以降の実施主体団体

公募を行う準備が整った。

◎代表者会議を実施したことで、各実施主体団体が、ＡＧＥＯ地域ク

ラブにおけるオペレーションを理解し、統括コーディネーターと適切に連携

しながら、安心安全を確保した地域クラブ活動の実施につなげられた。

◎指導者研修会を実施したことで、子供たちへの指導におけるポイントを

理解するとともに、指導者の役割を確認できた。また、研修会での学び

を持続可能な学びとするためのマニュアルを作成したことで、必要に応じ

て復習しながら指導業務に従事する体制整備ができた。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

【ソフトテニス】サンワエナジークラブ

・・・ 総合型地域SC所属スタッフ

【バレーボール】埼玉上尾メディックス

・・・ プロスポーツチーム所属スタッフ

【陸上競技】上尾市陸上競技協会中学部

・・・ 市協会所属スタッフ（小・中学校教員を含む）

【バスケットボール】TRUSTクラブ

・・・ 中学校教員

【軟式野球】上尾市中学校体育連盟野球専門部

・・・ 中学校教員

【卓球】上尾市卓球連盟 ・・・ 連盟所属スタッフ

【剣道】上尾市剣道連盟 ・・・ 連盟所属スタッフ

各種目の指導者属性指導者について

★ＡＧＥＯ地域クラブで

は、個人に指導を委託

するのではなく、地域の
スポーツ団体等に実施

主体団体となっていだくこ

とで、「質」を確保すると

ともに「持続可能な体制

づくり」を行っている。

➣ 令和６年度は、７種

目７団体の実施主体

団体を選定した。

（補足）特定のコーチ資格の保持を指導者登録の条件として設定していない➣研修会への参加を義務
付け

上尾市教育委員会
「ＡＧＥＯ地域クラブ」実施主体団体公募要項」より

ＡＧＥＯ地域クラブ主体団体への認定条件
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取組内容

2.実証内容と成果

【 第１回 】

（１）部活動地域移行推進事業について

（２）上尾市における部活動の地域移行に向けた基本方針（令和６年５月

策定）について

（３）令和６年度新たな地域クラブ活動「ＡＧＥＯ地域クラブ」実証事業について

（２）生徒の救命救急の方法について

講 師 上尾市消防本部 東消防署 消防第一課 警防担当 様

（３）クラブ運営管理アプリ「スグラム」について

（４）その他

【 第２回 】

（１）地域クラブ活動の指導について

ア 講 義 「スポーツの力がワクワクする未来を創る」

講 師 埼玉県立久喜高等学校 教諭 早川 拓 様

イ 協 議 「参加者のニーズに即した活動内容について」

（２）その他

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

（第2回研修会より）

◎「スポーツ」・「スポーツマンシップ」の語源を深く考える機会を頂きました。

勝敗のあるスポーツでの対戦する側を「敵」と思いがちですが、指導するに

あたり悔しい気持ちだけではなく、アドバイスをし合える仲間意識をもたせ

る様に、子ども達に伝えていきたいと思いました。

◎環境を整えることがいかに重要かを学ばせていただいた講義でした。ス

ポーツを通して人を育てるには、指導者自身がなんのためにスポーツがあり、

その意義が何かを理解していないといけないなと感じました。また、集団で

のミーティング以外にも個別の対話の実施など、自分も実施していることも

あり、方向性の再確認にもなり有意義な時間を過ごさせていただきました。

素晴らしいご講義をありがとうございました。

受講者の声

・開催日：①令和６年９月24日（火）

②令和７年１月28日（火）

・開催回数：２回

・参加人数：①50人 ②46人

・その他：当日やむを得ず参加できなかった指導者には、当日の研修の

様子を、オンデマンドで配信し、後日レポートの提出を求めた。

▼参加生徒のニーズに即した指導ができるようにするため、指導者が「何を学びたい

のか」を把握した上で、「登録指導者のニーズに即した研修会」を実施する必要

がある。

➣ 登録指導者の意識実態を事前に調査し、より多くの指導者の必要感に迫

ることができるようにする。

▼指導者が「自己研鑽」できる環境を整備する必要がある。

➣ ICTをさらに活用し、研修教材を常に用意するなど、指導者が自己の都合

に応じた学び方ができるようにする。

指導者研修の参加実績
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取組内容

2.実証内容と成果

地域のポテンシャルを生かした
地域クラブ活動の実施

●プロスポーツチーム、スポーツ

協会加盟団体、中学校体育連

盟専門部、民間クラブ等、多様

な団体を実施主体として地域ク

ラブ活動を実施

●上尾市中学校体育連盟野

球専門部を実施主体とした地

域クラブ活動を実施し、教員の

兼職兼業ケースでの実証を実施

●ＡＧＥＯ地域クラブ統括コー

ディネーターを通して、企業からの

協賛を募り、２社からの協賛を

獲得

◎多様な団体を実施主体団体として地域クラブ活動を実施したことで、団体の属性よりも「地域クラブ活動の認定条

件」が重要であることを認識できた。また、多様な団体が実施主体団体となり、実証事業を進めたことで、次年度以

降のＡＧＥＯ地域クラブへの参画を検討する団体が増えた。

◎教員の兼職兼業による地域クラブ活動への従事体制の構築に向けたフローを作成することができた。

◎企業協賛を募るには、対価を明らかにし、企業にとって協賛するメリットを表出させたうえで営業を行うことが重要で

あることを認識できた。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化 カ：参加費用負担の支援等

取組事項 取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

①ＡＧＥＯ地域クラブ統括コーディネーター業務の委託

●運営団体を入札により決定

・今年度のＡＧＥＯ地域クラブ全体を統括する団体の
決定（業務委託契約を締結）

★当該年度の安定的な運営体制を構築するためのイニ
シャルコストとして費用を捻出

②スポーツ安全保険加入費用（生徒１人あたり800
円・指導者１人あたり1,850円）

取組事項 地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析 ■ランニングコストの分析

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算 収支バランス

受益者負担の導入
企業協賛費の活用
スグラムの導入
●今年度は「参加費」としての受
益者負担導入を行った。
●企業協賛費を、ＡＧＥＯ地
域クラブ統括コーディネーターを
通じて募集した。
●スグラムを導入し、キャッシュレ
スでの集金を行った。

①スグラム利用料（月100円）

②指導者謝金

（１回につき4,500円＋費用弁償1,000円）
③指導者謝金振込手数料

④活動実施に必要不可欠な消耗品等の購入費用

⑤活動場所の使用料（一部種目のみ）※ 等

⑥研修開催諸費用（定期開催）

※会場については、学校施設を優先的に使用出来るよう、
制度（規定）を導入するための研究を行った。

受益者負担の導入「適切な会費額に関する検討」

●参加費については、１回当たり「300円」とし、申込み回数に応じた額を、
各クール終了後に支払うことを保護者に求めた。

＜収入内訳＞

①スポーツ庁委託事業費 ②受益者負担 ③その他収入（企業協賛）
収入額 支出額
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

「上尾市における部活動の地域移行に向

けた基本方針」の策定

◎上尾市における部活動の地域移行に

向けた基本方針

➣ 上尾市立中学校部活動地域移行推

進協議会を中心に作成した基本方針

（案）について、上尾市教育委員会令

和６年５月定例会において、審議・決議

を行い、上尾市における部活動の地域移

行に向けた基本方針を策定した。今後は、

本基本方針に基づく体制整備、取組を推

進することとなる。

◎上尾市における部活動の地域移行に

向けた基本方針 概要版リーフレット

➣ 教職員や保護者、地域のスポーツ・文

化芸術団体関係者様に対し、本基本方

針の要点を共有するため、概要版リーフ

レットを併せて作成した。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

上尾市における部活動地域移行推進事業に関する保護者説明用動画配信

①趣 旨 各中学校における新入生保護者説明会において、学校部活動の未来について説明するとともに、ＡＧＥ

Ｏ地域クラブの設置趣旨を説明することで、新入生保護者の部活動の地域移行推進事業に関する理解を促進する。

②配信機会 市内各中学校における新入生保護者説明会（令和７年１月から２月にかけて）

③内 容 ★以下のURLまたは二次元コード（YouTube限定公開用）で御視聴ください。

URL：https://youtu.be/Kuz-WeiSzxg
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ク：その他の取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

「上尾市地域クラブ活動ミーティング」開催

①趣 旨 上尾市における部活動の地域移行に向けて、子供たちが将来にわたって豊かなスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむことができる機会と場

を確保するため、御参集の皆様から御意見を伺い、「地域の実態に応じた地域クラブ活動」について話し合うため、地域ミーティングを開催する。

②主 催 上尾市教育委員会

③実 績 令和６年度は計３回を実施

主な意見 ① 参加費、運営費等の問題を解決しなければならない。

② 既存のクラブに元々所属している生徒と、新しく地域クラブに参加してくる

生徒のレベルの差が出てくると、一緒に活動することが難しい。個々のレベ

ルに合ったクラブを用意してほしい。

③ 新たな地域コミュニティの創出にもつながるよう、既存の学校部活動の種

目にこだわらない地域クラブを設置してほしい。

総 括 ① 「上尾市における部活動の地域移行に向けた基本方針」について、参会者

の皆様に丁寧な説明を行い、上尾市の目指す方向性について参会者に共

有したことで、前回より具体的な意見交換の実現につながった。

② 上尾市の具体的な構想を説明したことで、参会者の皆様には、「自団体等

がどのようにＡＧＥＯ地域クラブに関与できるのか」について、主体的に考え

ていただけた。

③ 意見交換では、多くの具体的な課題を提起いただけた。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

◎新たな価値を生み出すクラブへ

・・・次年度を見据え、様々な種目で

体験会を実施してきた。児童生徒の

ニーズに応えられる地域クラブを目指

していきたい。

◎地域クラブによる大会参加

・・・あり方を検討する必要がある。

●今後に向けて

◎参加者募集の結果、７種目計478名の市内中

学校在籍生徒（１・２年生のみ）の参加があった。

当初の想定を大きく上回る結果となり、地域クラブ活

動への生徒のニーズがあることを実感した。

◎今後は「種目数」「拠点数」の拡大が求められるが、

基本構想を整備し、計画的な体制づくりが進んだた

め、来年度以降の水平展開に見通しをもつことができ

た。

◎基本方針に掲げる「多種目」「多志向」「インクルー

シブ」な環境整備に向け、「地域の子供は地域で育

てる意識」の浸透に力を注ぎ、着実な体制整備につ

なげたい。

◎「ＡＧＥＯ地域クラブ」体制整備の促進

・・・統括コーディネーターとの密な連携により、地域クラブ全体の管理運営方式が確立

され、次年度以降の水平展開につながった。

◎基本方針の策定 ➣ 積極的な推進と啓発活動の実施へ

・・・ベクトルをそろえ、皆が連携して協働する体制が整った。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●アンケート結果
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●アンケート結果
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2.実証内容と成果③

参考資料

「夢を育み 未来を創る 上尾の『部活動改革』保護者用リーフレット」の配布

★市内小・中学校に在籍する児童生徒の保護者が、本市における部活動地域移行推

進事業に関する理解を深められるよう、内容を特集したリーフレットを配布し、部活動

地域移行推進事業に係る市の取組等を紹介した。

※上尾市教育委員会ホームページにも掲載している。

新たな地域クラブ活動「ＡＧＥＯ地域クラブ」

プロモーションムービー

【一部抜粋】

広 報 資 料

保護者用リーフレット（第６号）

新たな地域クラブ活動「ＡＧＥＯ地域クラブ」プロモーションムービーの配信

★現在、実施している新たな地域クラブ活動「ＡＧＥＯ地域クラブ」の実際を、分かりやす

くまとめたプロモーションムービーを作成し、上尾市教育委員会ホームページより配信を

行っている。

URL：https://www.youtube.com/watch?v=o8Og_TzUxGA
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年度

・庁内検討会議設置

・地域クラブモデル事業

（１種目）実施

令和５年度 令和６年 令和７年

・基本方針策定
・地域クラブ活動
（実証）の開始

地域クラブ活動
の拡大（種目
数・拠点数・参加
対象）

令和４年度
◎教育委員会関係４課連携による検討開始

…「部活動地域移行調整会議」定期開催

◎先進地視察・各種研修会（県主催・県教委

主催・県スポ協主催等）への参加による情報収

集を実施

◎埼玉県・埼玉上尾メディックスと連携したモデ

ル事業を先行実施（令和５年１～３月）

令和５年度
◎「部活動地域移行推進協議会」発足

…学識経験者・地域団体の代表等に委員委嘱

◎運営方式・実施主体団体の属性等が異なる

多様な地域クラブ活動実証事業を３種目で実施

（令和５年９月～令和６年３月）

①プロスポーツチーム（学校連携型）※バレー
②市競技連盟（学校切り離し型）※陸上競技
③総合型地域SC（学校連携型）※ソフトテニス

令和６年度（スポ庁実証事業へ参加）
◎「上尾市における部活動の地域移行に向けた基

本方針」策定（令和６年５月）

◎「ＡＧＥＯ地域クラブ」発足：７種目から

★体制づくりを推進（令和６年９月～）

・ＡＧＥＯ地域クラブ統括コーディネーター業務を総合

型地域スポーツクラブに委託（確固たる体制構築へ）

・７種目を同じ運営体制で実施（拡大を見据え）

◎教職員の学校部活動に対する意識実態

を調査（令和４年９月）

▼学校部活動の指導に負担を感じる教職員の

割合：「約８割」

◎児童生徒・保護者の学校部活動に対する

意識実態を調査（令和５年２月）

▼市内全体で10.8%の児童が、「進学予定の

中学校に入りたい部活動がない」 と回答

◎「基本方針（案）」の作成・作成に向けた

意見照会を積極的に実施

・部活動地域移行推進協議会を中心に案を作成

➣意見照会（地域ミーティング）を積極的に実施

◎部活動地域移行事業の積極的周知の実施

※関係者への理解促進を目指して

・教職員／保護者／地域向けリーフレット・動画等

の作成・配布

令和７年度

◎「ＡＧＥＯ地域クラブ」拡大

（１９種目・２８拠点を予定）

・既存の部活動種目に加え、「ニュースポーツや「パラ

スポーツ」など、基本方針に掲げた「多種目・多志

向・インクルーシブ」な環境づくりに資する環境を整備

※種目は、児童生徒の希望を参考に決定

（実施主体団体の選定は公募で実施する）

・協議会設置

・地域クラブモデル事業

（３種目）実施

・各種アンケート調査

（児童生徒・保護者

・教職員・地域）

・意見照会本格実施

（地域ミーティング実施等）

・基本方針(案)作成

・周知啓発活動の拡大
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

埼玉県 蕨市

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

埼玉県蕨市

048-433-7728

教育部学校教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

蕨市は市域面積が5.11平方キロメートルと全

国一のミニ市であり、人口密度が全国で最も高

い市として知られている。市内には中学校が3校

あり、全生徒数1,425人で運動部35部、文化

部12部が活動している。各校では教職員数に

対して部活動数が多く、顧問教員を複数配置

できないという課題があり、加入者数を見ながら

部活動の統合や募集停止を検討している。

令和５年度の実証事業では２校３部活を対

象に、休日の活動を「地域クラブ活動」として実

施した。参加生徒、保護者のアンケート調査結

果では、活動に「満足」「どちらかといえば満足」し

ているという回答が９割を超えている。また、活

動の良かった点として「専門的な指導が受けられ

た」という回答が最も多く、充実した活動となって

いる。

令和６年度は５年度の活動から切れ目なく

活動を行うとともに、市内３校から生徒が参加

することができるように対象者を拡大した。また、

小学校４年生～６年生の児童を対象に「部活

動等に関する意識調査」を実施し、その結果や

学校、地域の実情を踏まえ、今後新たに創設す

る種目や地域クラブ活動の在り方等について検

討することとしている。

面積 5.11 k㎡

人口 76,220 人

公立中学校数 ３ 校

公立中学校生徒数 1,425 人

部活動数 35 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

蕨市実証事業報告資料より蕨市実証事業報告資料より
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・学校教育課…運営団体との連絡調整、学校との連携・調整、検討委員会事務局

・生涯学習スポーツ課…関係団体との連携、人材発掘、地域活動の環境整備

◉首長部局

・財政課…予算措置

令和６年４月 地域クラブ活動説明会の開催
地域クラブ活動の実施

令和６年５月 第１回検討委員会の開催

令和６年７月 参加対象者の拡大
地域クラブ活動説明会の開催
第２回検討委員会の開催

令和６年９月 小学生対象意識調査の実施
（対象：４年生～６年生）

令和６年10月 第３回検討委員会の開催

令和７年１月 参加生徒、保護者、指導者へ
のアンケート調査実施

令和７年２月 陸上クラブと高校との連携
第４回検討委員会の開催

蕨
市

スポーツ
データ
バンク

株式会社

業務委託

指導者派遣の協力

・地域クラブ活動の運営
・指導者謝金の対応、保険加入、
連絡体制の整備
・連絡会議の開催
・調査、分析 等学校教育課

・事業設計
・検討委員会の開催
・学校との連絡調整

連携

市内中学校

生涯学習スポーツ課
・各競技団体との連絡調整
・指導者の協力依頼
・地域スポーツクラブ体制整
備に向けての周知

蕨市スポーツ協会

市内競技団体等

連
携

連携

地域クラブ活動への参加
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ３ 校 実施した地域クラブ総数 ３ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ３ クラブ（３ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０ クラブ

全体の指導者数 ４ 人 全体の運営スタッフ数 ４ 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目 実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数

（他クラブと兼務）
会費

大会参加方
法

蕨市地域ク
ラブ

民間事
業者

陸上 月 ３～４ 回
主に
8:00-12:00

１年22人
２年6人

３年23人

４月～２
月

第一中、
スポーツセ

ンター等
２ 人

２ 人
（内、兼務２

人）

保険料
800円

大会参加なし

蕨市地域ク
ラブ

民間事
業者

剣道 月 ３～４ 回
主に
8:00-12:00
14:00-18:00

１年7人
２年6人
３年9人

４月～２
月

第一中等 １ 人
２ 人
（内、兼務２
人）

保険料
800円

大会参加なし

蕨市地域ク
ラブ

民間事
業者

柔道 月 ３～４ 回
主に
8:00-12:00

２年4人
３年10人

４月～２
月

第二中等

１ 人
（活動日
により複
数名で指
導）

２ 人
（内、兼務２
人）

保険料
800円

大会参加なし

③その他、体験会やイベント等の開催実績

●ラグビースクールと連携した「ラグビー体験イベント」の企画 ● 陸上クラブと高校生の合同練習
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上、剣道、柔道

運営団体名 スポーツデータバンク株式会社

期間と日数

陸上：４月６日 ～ ２月15日
月３～４回程度

剣道：４月６日 ～ ２月15日
月３～４回程度

柔道：４月６日 ～ ２月15日
月３～４回程度

指導者の主な属性
蕨市剣道連盟、蕨市柔道連盟
株式会社Relume、中学校教諭

活動場所 第一中学校、第二中学校 他

主な移動手段 徒歩、自転車

１人あたりの参加会費
等（年額）

陸上：800円
剣道：800円
柔道：800円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●蕨市地域クラブ 活動概要

●事業総括責任者

役割：窓口業務、事業推進における進捗管理を行う

●事業進行管理責任者

役割：窓口業務、事業スキーム作成における各種調査・分析を行う

●統括責任者

役割：各種調整、事務サポートを行う

●事業推進担当者

役割：学校との調整、生徒・保護者への説明、連絡等を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果①

○運営団体・実施主体の体制

整備や質の確保に関する取組

・持続可能な運営ができる組織

体制を目指し、行政担当課が

市内団体や人材との連携を図り、

今後の運営団体・実施主体につ

いて検討する。

○地域スポーツクラブ活動の要

件等の明確化を図る取組

○地域スポーツクラブ活動の運

営の効率化等に関する取組

・アプリを使用した出欠確認や活動の連絡については問題なく

行うことができ、保護者アンケート調査においても、「スケジュー

ルの確認が行いやすい」「指導者へ連絡しやすい」等の意見が

多かった。一部保護者においては操作方法がわかりにくいという

意見がある。

・今後の運営団体や実施主体について、個別に相談を行って

いたが具体的な候補の選定には至らなかった。

・地域クラブの要件に係る項目を整理した。来年度以降、地

域クラブ実施主体の公募を検討しているため、関係部署及び

実施主体候補等とのヒアリング等を行いながら、本市の実情に

あわせて要件を明確化していく。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・他自治体の地域クラブ活動の要件について資料提供。

・市内活動団体代表者との打合せ。地域クラブ運営や実施に係る具体

的な情報提供。

・アプリを通じての活動案内、保護者連絡等。

来年度は実施主体や指導者を公募し、事業を広く周知する。そのために

は、リーフレットを作成して市ホームページ等にも掲載するとともに、地域団

体の会議等の場で事業の具体的な説明を行っていく。

地域クラブ活動の要件については引き続き検討委員会で協議し、明確

化を図る。

保護者説明会資料より
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取組内容

2.実証内容と成果①

○人材の発掘・マッチング・配置に関する取組

・市内の各競技連盟に対して事業を周知し、連携を図る。

・現指導者からの紹介を受ける。

・検討委員会の委員（市スポーツ協会代表、PTA会長、中学校

長）を通じて、市内で活動しているスポーツ団体等の情報を収集

するとともに、その代表者との繋がりをつくり、地域人材の発掘を行う。

○平日・休日の一貫指導に関する取組

・地域クラブ指導者の指導力が高く、平日と休日の一貫指導もできている

ため、質の高い練習を継続することができている。参加生徒、保護者のア

ンケート調査から、地域クラブ活動の良かった点として、「専門的な指導が

受けられた」という回答が最も多い。また、生徒アンケートでは、「地域クラ

ブに移行したことに対して心配なこと」について、「なし」の回答が100％で

あった。

・新規人材の発掘は進まなかった。理由としては、地域への周知が不十

分であったことが挙げられる。改善策としては、市スポーツ協会、市レクリ

エーション協会の会議等において具体的に事業説明を行う場を設ける。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・練習の様子を動画で

撮影し、アプリで保護者

へ共有。

・顧問教員が地域クラブ

活動のサポートに入り、

活動内容を確認すること

もある。

・地域クラブ活動の練習

を平日に取り入れる。顧

問教員が休日の内容を

確認しながら練習の質を

高めている。

平日・休日の一貫指導に関する取組

・顧問教員が地域クラブ

活動の指導者でもあるた

め、部活動のメニューを

混ぜながら練習を実施。

メイン指導者と練習方法

について情報共有を行っ

ている。

参加保護者アンケート調査結果より

陸上 剣道 柔道
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取組内容

2.実証内容と成果①

○スポーツ協会、競技団体、企

業等との連携に関する取組

・スポーツ協会代表を通じて各

競技連盟やスポーツ団体に事業

を周知し、指導者派遣をはじめ

事業の運営面においても連携強

化を図る。

・市内にある民間スポーツクラブと

の連携について検討する。

・小学生を対象に活動しているラグビースクールと協力し、小・中学生を対象とした「ラグビー体験イベント」を企画し

た。イベントの反響を見て次年度以降の新規クラブの候補と考えていたが、参加希望者が既定の人数に満たなかっ

たため、イベントの開催を中止した。

・イベントの開催には至らなかったが、既存の団体と地域クラブ化を見据えて打合せができたことは大きな成果であっ

た。来年度からは既存の団体から地域クラブ活動の実施主体を公募し、地域との連携をさらに強化していく。

・市内にある民間スポーツクラブや、市民体育館を指定管理している受託事業者との打合せを行い、今後実施した

い活動について新たなアイディアを出して共有した。現在進めているような各種目を地域クラブ活動とするだけでなく、

種目に関わらず参加できる、健康や体力に関わる内容での地域クラブ活動について、今後具体的に検討を進めた

いと考えている。

・市内にある高校部活動との連携として、陸上クラブにおいて高校生と合同練習を実施した。来年度以降も継続し、

回数や種目を増やしていきたい。（詳細は「オ．活動の充実」に記載）

・広報活動に力を入れ、リーフレットを配布す

るとともに関係団体の会議等で地域クラブ活

動の事業説明を行う。

・実施主体や指導者の公募を行う。

・市内高校との合同練習を行うなど連携を

強化する。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

○地域団体との打合せを重ねたことで今後の

地域連携に繋げた。

▲活動場所の確保。地域クラブ活動の要件を

明確化し、優先利用などのルールを作成する。

▲広報活動の工夫。

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・姿勢分析アプリによる身体評価。

・トレーニング方法と食事を関連させた講

座の実施。

・体幹や柔軟性を鍛えるトレーニング教室

の実施。

イベント企画の成果と課題 実施内容のアイディア例
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取組内容

2.実証内容と成果①

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○世代間交流に関する取組

・市内にある高校部活動との合

同練習実施。

○生徒のニーズや意見等を反映

させる取組

・児童へのアンケート調査実施

（市内小学校４～６年生を対

象に、部活動や地域クラブ活動

でどのようなことに取り組みたいか

等を調査し、地域クラブ活動の

種目について検討する）。

具体的な内容

・ウォーミングアップ
・なわとび BPM150
・ダイナマックス
・メイン練習

子供の声

⚫ 高校生が丁寧に練習を教えてくれたのでわかりやすかった。
⚫ 高校生の動きが参考になった。
⚫ 高校生と一緒に練習できる機会はめったになく、良い経験になった。
⚫ 今後も合同練習をやってみたいと感じた。

指導者の声

⚫ 高校生が中学生に丁寧に活動を説明して、練習を行ってくれた。中学生には刺激になり、高
校生にとっては、教えることで自身の理解が深まった。

⚫ 場所が近いこともあり、定期的に練習を行えるとよい。平日の地域クラブ活動も見据えた活動
にできるとよい。

陸上クラブと高校生の合同練習
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取組内容

2.実証内容と成果①

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・令和６年９月に小学生（４年生～６年生）対象に、「部活動

等に対する意識調査」を実施した。

・部活動に加入したいと考えている児童は約66％。興味がある種目

については、運動部では卓球、バドミントン、バスケットボール、水泳、

サッカー、バレーボールの順で多かった。このうち、バドミントン、水泳が

３校全てに設置されていない種目であるため、地域クラブとすることを

検討し、令和７年度の種目に水泳を追加することとした。

・部活動にない種目で興味のあるものとしては、調理、プログラミング、

ダンス、体操、英語などが挙がっている。

・地域クラブ活動を「やってみたいと思わない」という回答も多いため、

新規クラブ創設に向けては十分に検討したい。

取組の成果

今後の課題と対応方針

・地域で既に活動している団体もあるため、今後はそのような団体との

連携を図り、地域クラブとすることを検討する。そのためには、市スポー

ツ協会や市レクリエーション協会に協力を依頼する。

・団体競技についても地域クラブ活動の立ち上げを検討する。特に軟

式野球、ソフトボールを希望する児童の人数が多種目と比較して少

ないため、検討委員会での議題とする。

「部活動等に関する意識調査」結果より
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇費用負担の在り方に関する取組

・地域スポーツクラブ活動の運営や指導者配置等に必要なコストを検証するとともに、こうしたコストをどのように賄っていくかについて受益者負担等と公的資金との適切

なバランスも含めて収支構造を検討する。

今年度の実証事業においてはイニ

シャルコストとして計上する支出はな

い。今後は運営体制の整備に向け

て、新規クラブ立ち上げ時の備品購

入費や広報活動費、指導者の確保

に関する費用等が想定される。

また、業務委託ではなく教育委員

会が母体となって地域クラブ活動を

運営する場合には、活動拠点となる

場所の開設準備費や参加費徴収

のための決済システム導入費等が考

えられる。

取組事項

地域クラブに係る経費

■イニシャルコストの分析

ランニングコストとしては、運営に係

る人件費、指導者謝金及び交通費、

会議費、消耗品費、参加者、指導

者の保険料、謝金等支払いに係る

事務手数料を計上している。

中でも、運営に係る人件費や指導

者謝金が全体の費用の大部分を占

めており、地域クラブ拡充に伴い費

用が増大するため、活動の質を確保

するための最低限の費用について検

討したい。

■ランニングコストの分析

収支バランス

持続的に活動することを前提とした仕組とするためには、受益者負担や行政・関

係団体の自主財源、地域企業からの協賛等に取り組む。
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取組内容

2.実証内容と成果①

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

「蕨市における部活動の地域移行・地域連携検討委員会」において、

受益者負担については令和５年度より協議しており、参加者から活動

費を徴収することで合意している。

令和５年度に埼玉県が実施した「地域クラブ活動の体制整備に係る

保護者アンケート」において、地域クラブ活動等へ参加させる場合の参加

費に係る質問では、「月額3,000円程度」が最も多く、次いで「月額

2,000円程度」であり、あわせて全体の49.6％となっている。

今年度の検討委員会では、令和６・７年度は保険料のみ、令和８

年度からは活動費を徴収することを確認し、金額や徴収方法については

再度委員会において検討することとした。７年度中に生徒、保護者、地

域に周知する予定である。

なお、生活困窮家庭への具体的な支援策についても検討し、金銭的

な理由により活動機会に差が出ないようにする。

取組の成果

今後の課題と対応方針

・活動費の金額を設定し、徴収の回数や方法について決定する。

・令和７年９月以降を目途に受益者負担についての周知を開始する。保護者宛て通知文書を配布するとともに、各学校の保護者会等の機会で説明

を行う。市内公共施設等においても蕨市地域クラブ活動のリーフレットを配布し、周知を図る。

・生活困窮家庭への支援について、手続き方法やお金の流れを具体的に決定する。

取組事項

○困窮世帯への支援に関する取組

・就学援助の項目に「地域スポーツクラブ活動費」を追加することやその金

額について検討する。

○費用負担の在り方に関する取組

・適正な保護者負担額及び徴収方法について検討する。

「受益者負担の徴収について(案)」会議記録より「地域クラブ活動の体制整備に係る保護者アンケート」

結果より
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

・学校部活動を母体とするのではなく、市の「地域クラブ活動」として取組を推進するた

め、引き続き事業の周知を行い、参加人数を増やす。

・市スポーツ協会、市レクリエーション協会の会議等で事業説明を行い、実施主体や

指導者を募集する。

・高校との連携を推進し、地域クラブ活動と高校部活動の合同練習を定期的に実施

できるようにする。

・受益者負担について周知をするとともに、金銭的な理由で活動機会に差が出ないよ

うな方策を検討する。

●今後に向けて

昨年度からの取組を継続して４月から活動を開始

することができたため、参加生徒は希望する活動を継

続することができ、部活動顧問の負担を軽減すること

もできた。また、指導者を変更することなく活動できた

ことも、参加生徒や保護者の満足度に繋がった。

地域で活動する団体との連携の仕方を検証するた

め、小学生を対象として活動している団体と協力し、

「体験イベント」を企画した。イベントの企画・運営をと

おして、新たな地域クラブの種目として検討することや、

団体が地域クラブ活動の運営の仕方を確認する機

会として捉えていたが、関係者間の連絡調整が遅れ

たり、会場確保等の準備に向けて連携が図れなかっ

たりしたことにより、イベントの周知が不十分となり参

加者が集まらなかった。このことから、地域クラブ活動

の理念等を関係者間で共有して取組を進めることや、

地域クラブ活動の要件を明確化し、活動場所の利

用に向けたルールを整備するなど、地域スポーツクラブ

活動体制の整備をさらに進める必要性を感じた。

また、高校生との連携は活動の充実に繋がっており、

今後は実施回数や種目数を増やしていきたい。

○前年度の活動から切れ目なく、４月から活動を開始することができたことにより、活

動の定着や充実に繋がった。

○活動を継続したことにより、参加生徒の技能向上、体力向上に繋がっている。

○参加対象者を拡大し、学校部活動とは異なる「地域クラブ活動」として取組を拡充

した。

○地域団体と連携し、地域クラブ活動の充実に努めた。

○高校部活動との合同練習を実施し、生徒・指導者からの評価が高かった。

▲今後の運営団体、実施主体となる団体や、指導者の人材発掘が進まなかった。

▲事業の周知が行き届かず、地域クラブ活動への理解が十分に得られていない。

▲市長部局、スポーツ主管課との役割分担を明確にする。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声●アンケート結果

Q.地域クラブ活動の満足度を教えてく
ださい（生徒）

Q.現在のクラブ活動（回数や時間）
について教えてください（生徒）

Q地域クラブ活動の満足度を教えてくだ
さい（保護者）

Q.次年度も地域クラブに参加させたい
ですか（保護者）

中学２年生

いつも親身になってアドバイスをしてくださり、どこをどう直せば

いいのかを具体的に教えてもらえてわかりやすいです。ときに

は面をつけて直接指導をしてくださいます。また、練習の様子

を動画で撮影し、保護者に公開してくれています。

中学２年生

より充実した練習をすることができます。クラブの中では私

だけが経験者なので、先生方が来てくれることによって安心

して練習ができます。地域クラブになってから、私も仲間も

より上達していることを感じています。

中学２年生

質の高い練習で、正しいフォームで走れるようになりました。

大会でいい記録が出せるようになりました。

また、高校生との練習を行い、とても刺激になりました。

保護者

・子どもが希望する活動ができた。

・専門的な指導が受けられた。

・任意参加のため、家庭の都合に合わせて活動することが

できた。
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2.実証内容と成果③

【生徒への参加啓発チラシ】

参考資料

年度途中で参加者を市内３校に拡大するため、リーフレットを配布し周知を行ったが、新規で登録をした生徒は２名であった。また、市内で小学生を対象に活動しているラグ

ビースクールと連携を図り体験イベントを企画したが、参加希望者が既定の人数に満たなかったため開催を見送った。これらのことから、広報活動にさらに力を入れる必要がある

ことや、地域の活動団体にも事業を周知して連携を図ることが大切であることがわかった。また、参加生徒、保護者ともに地域クラブ活動に参加して良かった点として、「専門的

な指導が受けられた」ことを挙げているが、今後地域クラブ活動を推進し、クラブ数を増やしていくためには、実施主体や指導者を確保する必要がある。

【アンケート結果】

アンケート結果・広報資料

【ラグビー体験イベントのチラシ】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【陸上クラブと高校生の合同練習①】 【陸上クラブと高校生の合同練習② 】

【柔道クラブ】 【剣道クラブ】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年度

●取組内容

・行政担当課と中学校長による「検

討会議」開催。

・教職員への意識調査実施。

・中学１・２年生の生徒及び保護

者への意識調査実施。

・「蕨市における部活動の地域移

行・地域連携検討委員会設置要

綱」策定。

●実施にあたって生じた課題

・地域クラブ活動の運営団体、実施

主体となる候補が不足。

●工夫した点、成果 等

・意識調査を実施し、現状を把握。

・中学校長と定期的な情報交換。

令和５年度

●取組内容

・「蕨市における地域移行・地域連

携検討委員会」開催（年４回）。

・スポーツ庁委託「運動部活動の地

域移行に向けた実証事業」に参加。

●実施にあたって生じた課題

・指導者の確保、学校との日程調

整、生徒・保護者への周知に時間を

要した。

・活動場所を学校施設としているた

め、部活動との違いが見えづらく、地

域クラブ活動の周知が進まない。

●工夫した点、成果 等

・市内競技連盟から指導者を推薦し
ていただき、連携を図る。

令和６年度

●取組内容

・「蕨市における地域移行・地域連

携検討委員会」開催（年４回）。

・地域クラブ活動の継続（陸上、剣

道、柔道）。

・「体験イベント」の企画。

・市内高校との連携。

●実施にあたって生じた課題

・事業の周知が不十分であり、地域

人材等の発掘が進まなかった。

●工夫した点、成果 等

・前年度から切れ目なく活動を継続。

・地域で活動している団体と連携し、

イベントを企画することで、課題点の

把握に繋がった。

令和４年

検討会議開催
意識調査実施

地域クラブ活動
の開始

令和５年 令和６年 令和７年

運営団体の選定、
指導者の選定、
拠点校の選定

生徒、保護者
への説明

地域クラブ活動
の拡大
（実施回数の増加、

対象者拡大）

地域クラブ活動
の拡大

（種目の追加）
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3.今後の方向性


	上尾市
	蕨市



